
‭アイヌ施策に係る公の施設使用等専門部会（第２回）議事概要‬

‭１ 日時‬‭令和８年6月29日（月）13時00分から16時00分まで‬

‭２ 場所‬‭札幌市役所本庁舎 地下１階２号会議室‬

‭３ 出席者‬

‭●‬ ‭部会委員‬‭：綱森部会長、尾﨑委員、館田委員、八代委員‬

‭●‬ ‭参考人（1組目）‬‭：憲法（他都市の実態等）に詳しい有識者‬

‭●‬ ‭参考人（2組目）‬‭：パネル展主催者‬

‭●‬ ‭札幌市‬‭：市民生活部長、アイヌ施策課長、アイヌ施策課企画係長ほか‬

‭４ 議事の概要‬

‭(1) 開会等について（非公開）‬

‭・参考人の特定及び特定の個人への誹謗中傷を誘発する懸念の防止や、委員及び参考人間‬

‭の率直な意見交換を担保する観点から、第1回部会での決定に基づき本日の会議を全て「非‬

‭公開」とする旨を確認した。‬

‭(2) 参考人ヒアリング（憲法（他都市の実態等）に詳しい有識者）及び意見交換について（非‬

‭公開）‬

‭・参考人に対し、公の施設の使用承認・不承認に係る法的根拠、表現の自由との関係、ガイド‬

‭ライン策定に向けた課題等に関する質問を行い、専門的見地からの意見聴取を実施した。‬

‭・参考人からの見解を踏まえ、憲法や関係法令に基づく使用制限の考え方や、本市における‬

‭今後の対応のあり方等について、委員と参考人との間で質疑応答及び意見交換を行った。‬

‭（主な意見交換・質疑の焦点）‬

‭・公の施設の使用制限に係る法的要件（過去の判例を踏まえた法解釈のアプローチや適用関‬

‭係）について‬

‭・憲法上の表現の自由と権利侵害との関係性について‬

‭・施設空間（開放空間・閉鎖空間）における法的観点からの影響の違いについて‬

‭・ガイドライン策定における差別的言動の定義のあり方について‬

‭・施設使用承認等の判断に伴う自治体の役割や対応について‬

‭(3) 参考人ヒアリング（パネル展主催者）及び意見交換について（非公開）‬

‭・パネル展の主催者である参考人に対し、パネル展開催の趣旨や経緯などに関する質問を行‬

‭い、意見聴取を実施した。‬

‭・参考人からの回答を踏まえ、主催者側の認識や今後の対応等について、委員と参考人との‬

‭間で質疑応答及び意見交換を行った。‬

‭（主な意見交換・質疑の焦点）‬
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‭・パネル展の開催の目的、展示内容の作成の経緯等について‬

‭・展示内容に関する外部からの意見や当日の状況に対する認識について‬

‭・今後の対応や活動方針について‬

‭・本市の対応に関する意見について‬

‭(4) 閉会・次回予告（非公開）‬

‭・事務局から、次回の第3回部会のスケジュールについて連絡があった。‬

‭●‬ ‭日時‬‭：令和8年6月30日（火）17時30分から‬

‭●‬ ‭場所‬‭：札幌市役所本庁舎 地下１階3号会議室‬

‭●‬ ‭内容‬‭：アイヌ当事者、国際人権法等に詳しい有識者からの参考人ヒアリング‬

‭●‬ ‭公開の取り扱い‬‭：次回についても、本日と同様に、参考人の特定及び特定の個人への‬

‭誹謗中傷を誘発する懸念の防止や、委員及び参考人間の率直な意見交換を担保する‬

‭観点から、冒頭から「非公開」として実施する予定である。‬

‭・以上をもって、第2回専門部会は閉会した。‬
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